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A-卜D 前大脳動脈 A2本幹 の後方 に発育 した動

脈癌の 1例
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今回我 十は,初回脳血管撮断にて前大脳動脈 A2 本

幹の後方をこ発育した前大脳動脈癖を認め,2度目の脳血

管撮影では措出不可であった症例を経験 したので報告す

る.症例は33歳女性.平成元年11月19臥 突然の頭痛に

て発症 し某医入院.脳血管撮影をこて上記診断されたが,

全身状態不良にて限治手術は施行されず,平成2年摘月

22田当料紹介入院.再度脳血管撮影施行するも前大脳動

脈 A2本幹の動脈感は不明瞭であり,新たに前変通動

脈感を認めた,CTscam にて水頭症を認め,同年11月
6田をこ脳動脈痛クリッピングと凝室腹腔短絡術を施行 し

た.術[巨 脳血管撮蛍石こて描出不可であー-,た前人脳動脈

感も認められ 前受通動脈療とともにクリッピソグ施行

した.前夫蔚動脈癖の発育方向,及び堪血管撮影にて描

出不可である脳動脈癖をこついて若干の文献的考察を加え

報告する.

Al-ト2) 後大脳動脈末梢部動脈噛CT)2例
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後人脳動脈末柄部動脈癖は仝脳動脈噛tj)約 1Q-oL二さか

比較的稀なものであり,また脳深部に位置するため直達

手術も困難であることが多い.今回我々は, 2例の後大

脳動脈束縛動脈癖を経験 しきその厳達手術をこ際しての問

題点について若干の文献的考察を加え報告する.症例ま)
6:1歳男性.頭痛 ･畷叶後,昏睡 (GCIS5点)と在り＼L弓

1069

院に搬入.CT十全脳室におよぶ脳室内LLi-1血と左迂回槽

に著明在JJモ膜下出血を認め, 同f-=】脳室 ドしノ十-･弓-を施

行 した.day9の蛾削h管写で左 P3後半部に蕪状動脈

痛を認めたが. 合併症J)ため経過観察とした.dこユy22

に桝1-1血し.術前 GCS1()点て subtenlPOralこIpPt･OこICh

にて 11eCkclippi【1gを施行したが,術後左側頭敬底面

に collt.uSiol1を認れ approachの選択に種々L7)問題

を残 Lた.症例2163歳女性.ineidcntt,.lliこ発見され

た右 p2葉状動脈噂に対 し,subternp()rこ.llapt)roaLlll

にて手術を行一)た.動脈癖壁の外観は正常血管壁と同様

で broadneekのたA')coatingのj吊･ことと_''めじ

A-1-3)前脈絡動脈末櫓部動脈痛の旦手術例
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症例は頭痛で発症後,6日目をこ意識障害を昼 した62歳

男性.CT 上着海馬の出血巣と脳室出血を伴う水頭症を
認めた,血管撮影では右 Plの狭窄に続 く末櫓に異常

血管網の発達がみられ 側頭ij戯行路と考えられる右前脈

絡動脈末柄部に動脈癖が認汐)己■)わた.Mtilて弓~沌帽絹子

を捉えた.蘭帽gj血行路上の動脈癖であったため,まず頭

蓋内任先進に対 して shunt術を行-･｢た.経過中小廿日fu

を起こし,動脈癖の拡大を認めため侵襲が少なく動脈痛

に正確に到達するたれ 側沌葉 fr面LJ'Icollatera一sulLILIS

を剥離 して側脳室内iこ入;).ehot･oidalfissuretTlI'll-.匿

で海馬の中に埋没するf'TF.約 5mnlの動脈痛を切除 した.

新たな神経脱落症状は認められなかった,病理学的には

真性動脈痛であった.我 ヤが円いたこの Transcollateral

sulcusventricularappl-aOChは,側頭葉内側前部の小

病変をこ侵襲が少なく正確をこ到達できる有周なアプローチ

であると考えられた.

A-呈-射 脳 内血腫で発症 した中東脳動脈家柄部多

発性動脈痛の 1例
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脳内血腫で発症 した中大脳動脈末的部多発性動脈痛L′)


